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年が明けてから「アベノミクス」
の文字を新聞で見ない日はなく，日
本の雰囲気が内需創出に向けて明る
く変わりつつあるのを実感します。
「事前防災を重視した国土強靭化」
も又，重要な政権公約です。ダム工
事も，事前防災の重要な一翼を担う
事が期待されます。
巻頭言は一般社団法人日本大ダム
会議会長坂本忠彦様に御願い致しま
した。昨年は国際大ダム会議が 6月
に開催され，会議の国際的成功と，
日本の技術が世界でも傑出したもの
である事，海外雄飛への期待を述べ
られています。
報文では，その世界に冠たる日本
の技術を多数紹介しております。
外部コンクリートと独立し，RCD
コンクリート打設を先行させる巡航
RCD工法，台形ダムと CSG 工法の
特徴を併せもち，材料の合理化に寄
与する，台形 CSG ダム，そしてリ
アルタイムで工程管理が可能なICT

活用事例等。
リニューアル事例も紹介させて頂
きました。小渋ダムの土砂バイパス
トンネル工事や，洪水で治水の役割
を果たした鶴田ダム再開発工事の事
例，ダム堆砂の移動システム。
環境保全の視点から，低炭素社会
の実現に向けた水力発電の取り組み
と，東日本大震災時のダムの多面的
機能についてもご紹介しました。
日本は水資源と，山の高低差の位
置エネルギーを有する，資源大国で
もあります。持続可能な発展の為に，
日本にダムは欠かせず，工事の合理
化，リニューアル，環境への取り組
みは今後も続いていきます。今号で
紹介した日本のダム技術と，ダムへ
の取り組みのご紹介が，関係者の皆
様の一助になれば幸いです。
最後になりましたが，ご多忙中に
もかかわらず，快くご執筆を引き受
けて頂いた皆様に，この場をお借り
して深く御礼申し上げます。
� （赤神・原口）

3 月号「新しい建設材料特集」予告
・コンクリート補修材料の標準化　海外の動向に学ぶ
・‌�ハイブリッド有機繊維コンクリートによる道路橋床版補強工法…
　HFRC による橋梁床版補強工法

・生分解性吸水高分子ゲルを用いたコンクリートの初期養生
・海水練りコンクリート技術の各種構造物への適用
・高靱性セメント系複合材料ECC
・低炭素セメントを使用した半たわみ性舗装
・‌�柔軟なアスファルト混合物を用いた凍結抑制舗装　アイス ･インパクトの開発
・‌�軟弱泥土を高機能性地盤材料に再資源化　ボンテラン工法の原理と特徴
・ハイグレードソイル　建設発生土の有効利用技術
・‌�樹脂の膨張力でコンクリート床版の沈下を修正…
　短期間で沈下修正・空洞充填を行うウレテック工法

・コンクリートの新補修材料　見える材料・貼る材料
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